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「強く思う」は 16 人、「やや強く思う」は 13 人、「普通だと思う」は 5 人で、「あまり
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表 4. 抽出された漢語動詞の例 
セル 語彙素 品詞 語種 抽出されたもの 
86 普及 名詞-普通名詞-サ変可能 漢 普及した今日、 
87 し 動詞-非自立可能 和 0 
88 た 助動詞 和 0 
89 今日 名詞-普通名詞-副詞可能 和 0 
90 、 補助記号-読点 記号 0 
156 携帯 名詞-普通名詞-サ変可能 漢 携帯できる利便性に 
157 できる 動詞-非自立可能 和 0 
158 利便 名詞-普通名詞-一般 漢 0 
159 性 接尾辞-名詞的-一般 漢 0 
160 に 助詞-格助詞 和 0 
434 関連 名詞-普通名詞-サ変可能 漢 関連させて理解 
435 為る 動詞-非自立可能 和 0 
436 せる 助動詞 和 0 
437 て 助詞-接続助詞 和 0 

















延べ語数 日本 中国 韓国 
総語数 57855 22130 19707 
動詞-一般（和語動詞の本動詞） 4251 1724 1647 
動詞-非自立可能 2716 993 918 
動詞-一般＋動詞-非自立可能 6967 2717 2565 
名詞-普通名詞-サ変可能(漢語動詞) 1038 285 135 
外来語動詞 51 17 12 
 
表 6.意見文における動詞の異なり語数 
異なり語数 日本 中国 韓国 
総語数 3062 1777 1536 
動詞-一般（和語動詞の本動詞） 520 278 256 
動詞-非自立可能 30 20 20 
動詞-一般＋動詞-非自立可能 531 290 265 
名詞-普通名詞-サ変可能(漢語動詞) 330 133 74 










































日本 735 469 1204 179 9
中国 779 449 1228 129 8

















































日本 3062 520 30 531 330 16
中国 1777 278 20 290 133 6




















 和語 漢語 
日本 520 ▽ 330 ▲ 











 和語 漢語 
日本 520 ▽ 330 ▲ 



























































表 9．使用回数が上位 20位の和語動詞 
語彙素 日本順位 日本頻度 中国順位 中国頻度 韓国順位 韓国頻度 
言う 1 639 1 196 3 135 
思う 2 227 2 194 1 179 
考える 3 201 7 46 7 39 
見る 4 199 4 100 2 174 
読む 5 151 3 103 4 134 
得る 6 149 29 10 10 32 
知る 7 105 9 30 12 26 
使う 8 96 5 90 5 80 
持つ 9 91 8 44 6 50 
上げる 10 56 72 3 65 3 
比べる 10 56 11 22 42 6 
対する 10 56 13 21 42 6 
書く 13 50 16 16 8 36 
取る 14 49 13 21 42 6 
入れる 15 48 33 8 30 8 
入る 16 45 20 15 15 18 
20 
 
無くなる 17 42 16 16 8 36 
分かる 18 41 15 17 11 27 
掛かる 19 38 54 5 26 10 
感ずる 20 32 24 11 16 17 
 
表 10.使用頻度が上位 20位の漢語動詞 
語彙素 日本順位 日本頻度 中国順位 中国頻度 韓国順位 韓国頻度 
普及 1 58 3 10 26 1 
利用 2 47 1 12 1 19 
存在 3 34 2 11 7 4 
入手 4 29 23 2   
発信 5 24     
印刷 6 20 6 9 9 3 
提供 7 19 8 8 9 3 
発達 8 18 11 5 7 4 
配信 9 17     
使用 10 16 9 7 26 1 
公開 11 15     
保存 11 15 3 10 2 9 
選択 13 14 42 1 13 2 
検索 14 12 23 2 4 5 
伝達 15 11     
達成 15 11     
解決 17 10 18 3 26 2 
信頼 17 10 23 2 13 2 
表示 17 10     
購入 17 10     





































して情報を発信する者は多いのかどうか。           【jp019】 
(６) また、得たニュースに対する自分自身の意見や考えを即座に発信することもで
きる。                           【jp031】 
(７) インターネットニュースは、誰でも配信することが可能であるから、多くの情
報が配信されることになり、かえって上記の目的を達成し易くなるのではない
かとも思える。                       【jp003】 








くて情報を流す責任をとる人もない。（中）◎          【TM006】 
(１０) 新*聞と雑誌に不正で偽装な情報をのせることもあるとしたって、その情報を
広布した人が責任を取るはずで、インターネットより信じられるところがちょ
っとあるだろう。（中）×                   【TM006】 
(１１) もう一つは、インターネットにはニュースの出るの速さだけ重視され、記事
の完整性や正しいかどうか、多くの場合に大事にしていない。（中）○                                       
【TM034】 
(１２) テレビやラジオは新聞や雑誌を変わ取ることができない原因は、違う媒介で
情報を流通することだ。（中）△                【TM043】 
(１３) インターネットの場合、その速度がものすごくはやく、パソコンやけいたいを
持っている人はすべてがせんざい的に情報をネット上に流せる能力を持って
いる。◎                           【KR030】 
(１４) 情報をアップする人と、アップされた記じを見る人がどれだけはなれていても、
クリック一回で情報を確にんすることが出来る。×        【KR033】  

































きます。◎                           【TM016】 




報誌はその魅力であります。◎                  【TM031】 
(２０) 昔、情報は新聞や雑誌で伝わられた。×              【TM043】 
(２１) 私も時々朝に見れなかった記事やニュースをインターネットで見ます。◎                                 
【KR012】 
(２２) しかし、インターネットのニュースはその記事を載せたサイトでまとめられた






























かに異なる性格の伝達手段だと考えているからだ。         【KR034】 
(２５) インターネットや PDA のようなきかいがすべての情報でんたつのところをた
んとうするかもしらない。でもまたはじゅうぶんではない。     【KR053】 
(２６) 今までの大衆メディアは一方的に伝達の役割りをしてきた。     【KR046】 
③学習者の言い換えた例： 
(２７) それに前から人々が紙でインフォメーションを伝える習慣も変りにくいから
です。○                            【TM018】 
(２８) 情報を伝えるの意義もなくなってしまうだろう。◎        【TM041】                                     
(２９) ネットが情報をせいかくに伝えられるように安定するまでは、まだまだ雑誌

















































トフード店やカフェなど限られています。             【jp004】 








る方は本にかぎらなくなった。                【TM012】         
(３３) 90年代から、インターネットはあっという間に普及になってきた。    
                                  【TM015】      
(３４) もうこの世にはインターネットが普及し過きてこれからは紙*など必要ないか
と思われるくらいだ。                      【KR048】 
(３５) 二つ目は、インターネットのフキュウの問題である。        【KR021】 
③学習者の言い換えた例： 
(３６) この数十年の間に、テレビや携*帯電話などの便利なものは世界的に使われて
いて、私たち現代人の生活に大きな役に立っているのだ。○      【TM001】 
(３７) 科学が勢いで発展するとともに、インターネットが広く使われるようになった。
○                              【TM056】 
(３８) 現在、インターネットは世界中に広がっている。◎         【KR008】 
(３９) インターネットが世界中で使えるようになってから人々の生活にもまた大き






















としない。                           【jp001】 
(４１) インターネット上で、大手新聞社の記事が閲覧できるし、音楽情報、グルメ、






報*を入手することになっている。                【TM030】 
(４３) 今、インターネットがよく発展されていて、ニュースも資料も早く入手するこ
とができますので、もう新聞や雑誌はいらないと思っています。  
                                  【TM045】 
③言い換えた例： 
(４４) すぐ世界中の情報を知っているし、とても便利です。○       【TM002】 
(４５) 雑誌がいなたら、人も情報を直接手に入る親近感も消す。◎     【TM010】 
(４６) 新聞や雑誌から情報を得ることにしている。◎          【TM030】 
(４７) 誰もインターネットによって簡単に世界のニュースや情報をもらえる。△                               
【TM037】 
(４８) たくさんの情報をうけ、その中で正確で、自分にとって役に立つのを見つける
のが一番正しい考え方だと思います。△              【TM037】 
(４９) 好きや嫌いな情報を取ることがやすくなってくる。△＜新聞＞   
                                  【TM043】    
(５０) 何らかの情報を得ようとしたら新聞や雑誌を使うしかなかった。◎  




る。△                             【KR053】 
(５２) ある情報を自分のものにするのに、インターネットでは無理があると思う。×                              
【KR020】 
(５３) インターネットですべての情報を手にすることができる。○     【KR030】 
(５４) インターネットの新聞の長所はまず、新しい情報を速く手に入れることが出来





























語彙 日本 中国 韓国 
使用回数 使用順位 使用回数 使用順位 使用回数 使用順位 
使う 96 8 90 5 80 5 

















ょうか。                            【jp036】 
(５６) 新聞の場合、長年に渡って保存される可能性もあり、その文調や漢字の使用に
関しては信頼できるだろう。                   【jp024】 
②学習者の使用例： 
(５７) そういうわけで、読者にとって、新*聞や雑誌の情報はインターネットより信
頼できると思っている。                     【TM032】 









語彙 日本 中国 韓国 
使用回数 使用順位 使用回数 使用順位 使用回数 使用順位 
信ずる 
（信じる） 
2 218 8 33 10 26 













からでも同じ情報を得られるという特徴は、新聞や雑誌とは異なります。                                
【jp009】 
(６０) そして、情報が得られないがために、立場がどんどん弱くなってしまい、拡差
が広がっていくという状況になる場合だってあります。      【jp011】 
このように、母語話者は「得る」を使うのは、ほぼ「情報を得る」というコロケーシ
ョンを 83 回使用した。しかし、学習者のデータでの「情報を得る」というコロケーシ





を得ることにしている。                    【TM030】 
(６２) 現在、インターネットは世界中に広がっている。インターネットを使うと、情
報を得ることが用易になる。                  【KR008】 
③言い換えた例： 
(６３) インターネットで、いろいろな情報が取れるようになった。      【TM036】 
(６４) 誰もインターネットによって簡単に世界のニュースや情報をもらえるという
ことを反映していると思います。               【TM037】 
(６５) 情報を見られるのが本当の新聞や雑誌のみりょくではないかと思います。                              
【KR015】 
(６６) でも今のように変化が速い時に、新しい情報をはやくせっするインターネット

















はないと思う。                           【KR004】 















(６９) 以下に新聞や雑誌のメリットを挙げていきます。         【jp007】 
(７０) 先ほど挙げた保存という観点からも同様である。         【jp013】 
(７１) 私は毎朝通学の電車の中で新聞を読んでいますので、そのことを例に挙げたい














低い。                              【jp013】 
(７３) 確かに、インターネットニュースは新聞や雑誌に比べて更新がはるかに速く、











































































































日本   中国   韓国   
総語数 和語 漢語 総合数 和語 漢語 総語数 和語 漢語 
1 3738 284 34 3757 305 15 4102 340 21 
2 1932 178 2 2668 244 7 2800 252 7 
3 2714 146 55 2732 153 49 3287 184 64 
4 5465 360 67 7219 415 142 6525 404 78 
5 9045 630 133 9106 725 150 8485 672 123 
6 6653 396 122 6771 377 127 6696 437 88 
7 5238 383 37 6500 404 60 6142 429 40 
8 2308 202 11 2580 253 13 2520 254 15 
9 6547 663 41 9515 963 76 7317 665 78 
10 4937 349 45 5730 363 87 5331 358 78 
11 4149 289 33 4448 293 52 4285 319 53 
12 12881 1097 37 12101 1079 98 10726 959 91 
合計 65607 4977 617 73127 5574 876 68216 5273 736 


















表 15.『YUN 書き言葉コーパス』における動詞の異なり語数 
タスク 日本  中国  韓国  
和語 漢語 和語 漢語 和語 漢語 
1 41 16 55 10 56 13 
2 31 2 49 4 47 5 
3 63 23 45 18 63 28 
4 107 37 121 41 124 47 
5 170 51 191 65 164 42 
6 137 38 126 62 131 46 
7 109 26 103 32 109 26 
8 46 6 61 9 65 6 
9 169 15 207 22 143 22 
10 107 30 101 34 88 27 
11 76 18 88 16 76 23 
12 192 14 212 39 164 34 
合計 1248 276 1359 352 1230 319 
 


























スク２とタスク 8～タスク 12 において、学習者の漢語動詞の使用が母語話者より多い
ことが分かった。 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
日本 7.60 9.21 5.38 6.59 6.97 5.95 7.31 8.75 10.37 7.07 6.97 8.52
中国 8.12 9.15 5.60 5.75 7.96 5.35 6.22 9.81 10.16 6.34 6.59 8.92










1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
日本 0.91 0.10 2.03 1.23 1.47 1.83 0.71 0.48 0.63 0.91 0.80 0.29
中国 0.40 0.26 1.79 1.97 1.65 1.88 0.92 0.50 0.80 1.52 1.17 0.81

























1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
日本 41 31 63 107 170 137 109 46 169 107 76 192
中国 55 49 45 121 191 126 103 61 207 101 88 212









1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
日本 16 2 23 37 51 38 26 6 15 30 18 14
中国 10 4 18 41 65 62 32 9 22 34 16 39


















 次は 100語における和語動詞と漢語動詞の使用数を降順で示した。 
 
表 16．和語動詞と漢語動詞の使用数の降順 
順番 タスク番号 和語使用数 タスク番号 漢語使用数 
１ 9 10.37 3 2.03 
２ 2 9.21 6 1.83 
３ 8 8.75 5 1.47 
４ 12 8.52 4 1.23 
５ 1 7.60 10 0.91 
６ 7 7.31 1 0.91 
７ 10 7.07 11 0.80 
８ 11 6.97 7 0.71 
９ 5 6.97 9 0.63 
10 4 6.59 8 0.48 
11 6 5.95 12 0.29 




































































-33 退院-18 専念-8 勉強-6 相談-5 就職-4 経験-4 連絡-4 卒業-3 応援-3 で
あり、そこから、今回のテーマと密接する語（入院-33 退院-18）、またほかの語彙も














































































５ 記録する 4 4 変わる 
（変わらず） 
2 2 






漢語動詞対和語動詞の使用頻度から見ると、一行目のデータ 19 回-18 回、二行目 13
回-18回、三行目 7回-2回、四行目 6回-13回、5行目 4回-2回であり、漢語対和語動















タスク 語彙 使用順位 使用頻度 
3 落ち込む ２ 10 












表 19は母語話者のデータにおいて、使用数は 10 回以上であるが、学習者の使用が母
語話者との差異が見られる和語動詞である。 
 
表 19. 使用頻度の差異が見られる和語動詞 



















１ 伺う 7 14   9 10 
４ 増やす 2 27 3 26 8 10 
4 上がる 6 10 56 1 26 3 
6 無くなる 2 25 6 10 4 27 
6 通う 4 21 7 9 14 5 
7 行く 4 30 1 51 3 37 
9 入れる 3 57 1 122 1 100 
9 乗せる 5 19 58 2 8 18 
10 考える 3 30 3 14 7 9 
10 行う 5 13 8 8 32 2 
11 知る 4 11 38 1 13 6 
12 言う 2 102 2 84 3 68 
12 働く 3 68 22 12 13 14 
12 織る 5 40 6 27 20 10 
12 作る 7 32 3 59 2 81 
12 見付ける 8 28 54 3 38 4 
12 遊ぶ 9 26 28 8 16 12 
12 探す 12 21 16 15 37 5 
46 
 
12 出会う 15 13 75 2 33 6 
12 暮らす 15 13 19 13 45 3 
12 考える 15 13 46 4 20 10 









多くの学生から挙がっておりました。              【J002】 





(７６) 昨日留学生の 2010 年反省会をやりましたが、その時 2011 年には留学生を対
象とする奨学金を増やす必要があるという意見が出ました。     













表 20. 使用頻度の差異が見られる漢語動詞 

















1 所蔵 1 7 4 1   
3 増加 1 14 1 10 5 3 
5 専念 3 8 18 2 19 1 
7 紹介 1 5 1 17 1 8 
11 勉強 1 9 1 20 1 13 
12 結婚 1 15 1 38 1 29 














ざいます。                          【J012】 
(７９) 図書館の OPAC で検索してみたところ、図書館には所蔵されておらず、田中先








に所蔵されているとお聞きしました。                 【C049】 
③学習者の言い換えた例： 
(８１) 図書館ホームページにて先生の研究室にのみあることを知りました。   
                                【C001】 
(８２) 田中先生の研究室にその本が置いてあると聞きまして、大変失礼ですが、短い




いためです。                          【K004】 
(８４) 図書館で調べてみたところ、図書館には置いておらず、田中先生の研究室にあ







①使用状況：以下の表 21 の通りである。 
 
表 21.「増加」と「増える」の使用状況 
語彙素 日本順位 回数 中国順位 回数 韓国順位 回数 
増加 1 14 1 10 5 3 














(８５) 今は早くけがを治すことに専念しなさい！」って言われたんだ。   【J001】 
(８６) 就職活動や卒業論文の心配もあると思いますが、まずは治癒に専念した方がよ





たので、意外に試験勉強に専念できました。           【C038】 
(８８) 退院後、まず論文のことに専念し、それができたら、また就職活動を行いまし
た。                              【C003】 
(８９) なのでまずは何の考えや不安を感じずにお体の回復に専念してください。                                
【K034】 
③中国語母語話者の言い換えた例： 
(９０) 交通事故で李さんのせいじゃなくて、安心で治療してください。   【C049】 
(９１) 良好な心理状態で治療を受けてください。            【C049】 
(９２) だから、安心してけがが治るのを待っていてね。          【C038】 
④韓国語話者の言い換えた例： 
(９３) だからあまり心配せずに、今は体を回復させることだけに集中してほしい。                             
【K009】 
(９４) 退院した後が大変忙しくなるかもしれないけど、そのためでも今は体に気をつ
けるしかないと思うよ。                    【K013】 














 和語動詞 漢語動詞 
意見文 7.35 1.79 
YNU 7.6 0.94 
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